
第４２回広島・長崎反核平和マラソン（実施要項） 
 

名  称   核兵器廃絶・被爆者援護・原水爆禁止世界大会の成功をめざす第４２回反核平和マラソン 

 
趣  旨    私たちは、１９８３年に「ヒロシマ・ナガサキの悲劇を二度と繰り返さない」と「ノーモア・

ヒロシマ、ノーモア・ナガサキ」を訴えてとりくみを始めて、今年で４２回目（２年間はコロナ
禍により中止）を迎えました。今年も、一日も早い核兵器の廃絶を訴えながら、広島・長崎を走
り繋ぎます。昨年は被爆から８０年の節目を迎え、「日本被団協」のノーベル平和賞の受賞と相ま
って、日本政府が核兵器禁止条約に参加するよう世論の声を大きくすることが求められていまし
たが、昨今の「核抑止力」への依存が深めるなかで、さらなる運動の強化が求められています。 
このとりくみは「スポーツは平和とともに」「核兵器のない２１世紀を」を合い言葉に「核兵器

の廃絶、被爆者援護、原水禁世界大会の成功」をめざすものです。 

主  催   第４２回広島・長崎反核平和マラソン実行委員会 

協力団体   新日本スポーツ連盟（全国連盟・全国ランニングセンター）＜予定＞ 

協賛団体   ランニング団体、市民団体、労働組合          ＜予定＞       

後  援   日本非核宣言自治体協議会、平和首長会議        

期  日   ２０２６年８月６日（木）～８月８日（土） 

コ － ス   広島 ⇒ １５０km ⇒ 防府 ⇒ １７０km ⇒ 福岡 ⇒ １７０km ⇒ 長崎 

＊ 猛暑も予想し、全区間のタスキリレーから部分的なタスキリレーに変更します。 

結 団 式   ５日 午後９時（         ） 

出 発 式   ６日 午前７時４５分 開会式（広島平和公園・嵐の母子像前の歩道） 

午前８時１５分 スタート（黙祷後に２列縦隊し、出発）     

参加資格   趣旨に賛同し、１区間（１～5km）を走れる健康な人。概ね5ｋを３０～４０分程度で走れる人。 

定  員   スタッフ含めて１５名（但し、定員を超えた場合でもマイカー等用意すれば参加を認める。） 

       宿泊定員は、１０名から１５名です。 

参 加 費   １日参加につき２千円（区間数を問わず）、※高校生以下は「半額」とします。 

実行委員会団体は「１日千円」とします。宿泊・食事費は「実費徴収」とします。 

申込方法   別紙、申込書により事務局まで。＊参加費は下記の金融機関へ。 

       ① 福岡銀行福岡市庁内支店 口座番号：普通 ９４９８８５  

           口座名義：反核平和マラソン実行委員会 

       ② 現金書留（事務局へ） 

締  切   ２０２５年７月１８日（土） ※受付開始  ７月１日（水） 

そ の 他   ① 主催者で新日本スポーツ連盟の傷害見舞金制度に加入します。万一事故が起きた場合は、

主催者は応急処置以外の責任を負えません。 

       ② 参加者は健康管理に十分注意し、無理な走行を絶対しないこと、事前に医師の健康診断を

受けるなど体調管理をおこなうこと、毎朝、体温測定を行うこととします。 

       ③ 走行は「歩道」とし、交通信号は必ず守ること等、交通法規を遵守することとします。 

④ 走者は原則として指定された区間（原則約５～６km、１～２kmでも可）とします。 

       ⑤ 初日、2日目、3日目の到着地の市街地は全員ランでアピールします。 

⑥ 主催者で伴走車（救護車）を用意、ＡＥＤ器を携帯し、走者の安全を図ります。 

       ⑦ 給水は各区間の中間点（２～２.５km）に設置します。＊気温の状況により変更あり。 

       ⑧ 朝食及び昼食は移動中に、夕食は宿泊所若しくはその近辺においてとります。 

       ⑨ 走者は原則としてグループ編成に従い行動することとします。 

       ⑩ 各自、健康保険証のコピー等を持参することとします。 

       ⑪ その他、移動中や走行中は主催者の指示を守ることとします。 

 事務局   〒８１０－８５１３福岡市中央区舞鶴３丁目５番２５号 全法務九州地本気付 

連絡先    江崎 洋 電）０８０－８３５８－８１５９ Ｆ）０９２－７３１－７０４７ 

           


